
�

　５月９日�、市役所で『地域観光コンシェルジュ事業化共
同研究事業』を展開する登別市・白老町生活関連産業事業化
推進協議会設立総会が開かれました。
　設立総会には、北海道や登別市、白老町と登別市産業クラ
スター形成協議会、白老観光協会などの関係者合わせて２８人
が出席。会長には、白老町商工会会長の 川  田  憲  秀 さんが選出

かわ た のり ひで

されました。
　同協議会は、登別・白老地域で、観光に関する地域資源の
ネットワーク化を図り、旅行者のさまざまな要望にきめ細か
く対応する『観光コンシェルジュセンター』の事業化を目指
し、新たな産業の創出に向けた共同研究（平成１９年３月まで
を予定）を行います。
　この観光コンシェルジュは、ホテルなどで客の要望に応じ
て観光の手配や案内などを行う『コンシェルジュ』を参考に
しました。
　同センターは、今後増加が見込まれる外国人観光客へのサ
ービスの提供も視野に入れ、観光案内サービスや予約代行サ
ービスをＩＰテレビ電話などを使用して多言語で提供するこ
とを計画しています。

　５月１日�、登別温泉の観光案内役を務める登別市観光ボ
ランティアガイド会（ 相  澤  英  男 会長）の平成１７年度出発式が

あい ざわ ひで お

地獄谷展望台で行われました。
　同会は、毎年５月から１０月まで、地獄谷や大湯沼などの観
光ポイントをボランティアで案内しています。
　出発式には、２５人のメンバーが出席。相澤会長の「明るく
元気良くお客さまに喜んでもらえるように頑張りましょう」
とのあいさつで、今シーズンの活動をスタートさせました。
　期間中は、悪天候の日を除き、１０時から１５時まで、そろい
の緑のはんてんをまとったボランティアガイドが、地獄谷展
望台で待機しています。

～登別市・白老町生活関連産業
　事業化推進協議会設立総会～
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～登別市観光ボランティアガイド会
　　　　　　　　平成１７年度出発式～

～消防署・消防団登別温泉分団合同放水訓練～��������	
　４月２６日�、登別温泉町のホテルで春の全道火災予防運動
に合わせて消防署と消防団登別温泉分団の合同放水訓練が行
われました。
　訓練は、消防職員と団員合わせて約４０人が参加し、ホテル
８階客室から出火、上層階に延焼中で、屋上に逃げ遅れた人
がいるとの想定で行われました。
　参加者は、消防車やはしご車、救急車で駆けつけ、スムー
ズにホースをつないで防火水槽などから水を引き、延焼個所
に放水。逃げ遅れた人をはしご車で救助し、救急車で最寄り
の病院に搬送しました。
　大型連休入りを前に、迅速に訓練が行われ、高層宿泊施設
での万一の火災に備えました。

▲事業化に向けた決
　意を語る川田会長


